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〒648-0211
和歌山県伊都郡高野町高野山486 中央公民館内高野山学事務局お問い合せ先受講生募集

■ 時間 10：30～12：00　高野山大学201教室（4月21日のみ　開講式10:00）

高野山の魅力を体系的に学び、再発見するための講座です。どなたでも受講でき、興味や関心のある講座のみの受講もできます。

　会場
和歌山県伊都郡高野町高野山385

高野山大学高野山大学

写真提供：公益社団法人和歌山県観光連盟

■ 時間 13：00～15：00　高野山大学201教室

※基本講座・中級講座・体験講座とも
日程・内容は都合により変更する場
合があります

■ 現地講座 事前の基本講座で案内します（時間は各講座で異なります）体験講座

基本講座受講料

び、再発見するための講座です。どなたでも受講でき、興味や関心のある講る講
主催／総本山 金剛峯寺　高野山大学　高野町　高野町教育委員会

基本講座 講義開催日 講　　師講 義 テ ー マ

6月16日
9月14日
10月20日

土
土
土
土
土
土
土
土

土
金
土

第1回

第2回

第3回

第4回

第5回

第6回

第7回

第8回

高野山の鎌倉時代の五輪塔―西南院の遺物を中心として― 
第39回 高野山霊宝館大宝蔵展
旧興山寺 東照宮跡を巡る
河口慧海の故郷、堺を歩く

当日　1,000円

年間　5,000円

※上記年間申込みは基本講座のみ

基本講座は年間通しての受講
予約を受け付けます。
●申込方法/官製はがきに氏
名・住所・電話番号・「年間受
講申込み」と明記の上、事務局
までお申込みください。
〈FAXでの申込みも可〉

事前申込み不要

（各回）

（予約制・8回受講可）

中級講座

当日　2,000円
（各回）

先着250名

※体験講座は年間受講できません。

事前申込みが必要です。
（申込み多数の場合は抽選）

体験講座

当日　1,000円

定員設定あり

■■■■
土

中級講座
5月19日
7月21日
8月18日
9月15日

土
土
土
土

日並記を読む ―幕末という激動の時代に翻弄された高野山の日記―
空海の密教理解の特徴Ⅰ
空海の密教理解の特徴Ⅱ
空海『般若心経秘鍵』序を読む

高野山大学 名誉教授
村上　保壽

高野山大学総合学術機構課長
木下　浩良

高野山大学教授　副学長
奥山　直司

高野山青巖寺 副住職
髙井　知弘

霊宝館学芸員

高野山大学 名誉教授
村上　保壽

総本山金剛峯寺山林部長・高野山霊宝館長

山口　文章

4月21日
5月19日
6月16日
7月21日
8月18日
9月15日
10月20日
11月17日

壇ノ浦の合戦と高野山 
お大師様の入唐求法と現代
密教の修法に用いる合掌印について
曼荼羅の理論と実践
高野山と熊谷直実
高野山の歴史と信仰－修禅の道場から大師信仰の聖地へ－
高野山の声明「問答講」
高野山の建物

高野山大学 名誉教授

山陰加春夫
高野山大学名誉教授・高野山清凉院住職

静　　慈圓

高野山常喜院 住職
加藤　栄俊

高野山大学 助教
浜畑　圭吾

高野山大学 教授
松長　恵史

宮大工・和歌山県世界遺産マスター
尾上　恵治

高野山大学 助教
櫻木　　潤

高野山大学教授　学長
乾　　龍仁

高野山大学 教授
南　　昌宏
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山清凉院住職
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11月頃（日未定）


